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表１ 学習スタイル チェックリスト 
 
１ 自らの興味を優先させて学習する｡ ６ 自らの感情をコントロールして冷静に取り組める｡ 
２ 物事の原理・原則を確かめようとする｡ ７ 学習するときは、まず知識レベルで理解しようとする｡ 
３ 全体の流れを計画したうえで発表する｡ ８ 保育者役では細かく進め方を指示されなくてもできる｡ 
４ 客観的な態度で分析的に対処しようとする｡ ９ 指示されなくても、自分で最初から最後まで取り組める｡ 
５ 細かく指示したりされたりすることを好まない｡ 10 自らの考え方や手法にこだわりを持って学習に取り組む｡ 























い ⇔ ５：強くそう思う）で調査した。学習スタイル別の平均得点は表２の通りである。 


















自信型 従順型 慎重型 トライ＆エラー型
保育者役 3.5 3.0 3.0 3.0
子ども役 4.0 4.0 2.5 3.0
  充実度 4.8 4.5 3.5 5.0





































   
 
自信型 従順型 慎重型 トライ＆エラー型
自己成長 2.4 2.4 2.7 2.3
自己完結力 2.7 2.5 2.9 1.7
学習スタイル
 161 
固 る （ 困 る ） 透 う （ 誘 う ） 昭 く （ 招 く ） 間 単 （ 簡 単 ） 械 会 （ 機 会 ） 給 収 （ 給 料 ） 
工 労 （ 苦 労 ） 結 課 （ 結 果 ） 最 始 （ 最 初 ） 四 形 （ 四 角 ） 自 各 （ 自 覚 ） 成 活 （ 生 活 ） 
生 従 （ 生 徒 ） 増 化 （ 増 加 ） 想 談 （ 相 談 ） 大 格 （ 体 格 ） 対 拠 （ 対 処 ） 段 回 （ 段 階 ） 
鉄 奉 （ 鉄 棒 ） 特 意 （ 得 意 ） 持 定 （ 特 定 ） 怒 力 （ 努 力 ） 放 道 （ 報 道 ） 理 用 （ 利 用 ） 
慣 つ く （ 懐 く ） 嬉 こ ぶ （ 喜 ぶ ） 親たな（新たな） 新めて（改めて） 継 がる （ 繋 が る ） 
慣じむ（馴染む） 解れる（触れる） 木 乗 り （ 木 登 り ） 小子化（少子化） 租父母（祖父母） 
３ 回 間 （ ３ 日 間 ） 大学際（大学祭） 発下校（登下校） 真自面（真面目） 冷臓庫（冷蔵庫） 
日 が 立 つ （ 経 つ ） 目 を 放 す （ 離 す ） 中 学 生 の 項 （ 頃 ） 想 い （ 思 い ） や り 
得 に ・ 持 に （ 特 に ） 遠 り （ 通 り ） 過 ぎ る 急 が し い （ 忙 し い ） お老し寄り（お年寄り） 
百耳（百聞）は一見に如かず 十 実 ・ 充 日 （ 充 実 ） し て い る 子 ど も を 対 称 （ 対 象 ） と す る 
   
 また、通常は平仮名で書くところを漢字で書いているものとしては以下のものが挙げられる。 
   
又 （ ま た ） は す ぐ 様 （ さ ま ） か け 寄 る 中 々 （ な か な か ） 話 せ な さ そ う な 子 
   
 また、漢字で書くべきところを平仮名で書いているものとしては以下のものが挙げられる。な
お、「綺麗」「怪我」「喧嘩」「駄目」「真似」については、多くの学生が片仮名で書いている。 
   
風 ぜ （ 風 邪 ） 悪 ぎ （ 悪 気 ） １ 日 め （ 目 ） けい費（経費） 清そう（清掃） もぎ店（模擬店） 
洗 た く 機 （ 洗 濯 機 ） 反 こ う 期 （ 反 抗 期 ） いっぽう的（一方的） よみきかせ（読み聞かせ） 
   
 また、平仮名での表記に誤りがあるものとしては以下のものが挙げられる。 
   
子 ど も な ら で わ （ は ） だ 出 ざ る お （ を ） え ま せ ん 日 が 沈 ん だ ら 夜 と ゆ （ い ） う ふ う に 
   
 また、送り仮名に誤りがあるものとしては以下のものが挙げられる。なお、複数の学生が「教
える」「覚える」を「お教える」「お覚える」のように書いている。 
   
異る（異なる） 育る（育てる） 怒こる（怒る） 好のむ（好む） 殺ろす（殺す） 壊わす（壊す） 
囲 れ る （ 囲 ま れ る ） 食 な い （ 食 べ な い ） 待 せ る （ 待 た せ る ） 長がすぎる（長すぎる） 

















   
知 人 幼 い 頃 多 く の 人 良 い 経 験 以 前 よ り 昨 年 ま で す べ き こ と 
自 ら 手 伝 う 適 切 な 行 動 実 際 の と こ ろ 上 京 し た 友 人 予 期 せ ぬ 事 態 
私 が 驚 い た の は 最 も 重 要 な こ と ギ タ ー を 購 入 し て い じ め や 虐 待 な ど 
頻 繁 に あ り ま し た 細 心 の 注 意 を 払 う 非 常 に 深 刻 な 問 題 さらに良くなっていく 
や は り 子 ど も は 純 粋 で す で に 外 が 暗 く な っ て ど の よ う に 成 長 す る か 
新 た に 探 し 始 め ま し た 少 し 不 安 だ っ た キ ャ ン プ 全 て 順 調 に 進 ん で い っ た 
様 々 な こ と を 行 っ た の で 料 理 な ど は 全 く し ま せ ん 改め て学 ぶこ とができました 
き ち ん と し な け れ ば な り ま せ ん 常 に 周 り を 見 て 行 動 す る よ う 努 力 し ま し た 
   
 一方、改まった場合においては用いることができない表現も依然として多く見られる。 
   
夜 ご は ん 知 り 合 い 持 っ て っ て 色 ん な も の 大 事 な こ と 勉 強 し て る 
ち ょ っ と ず つ こ う い う 風 に 仕 事 の え ら さ 一 番 の 思 い 出 た っ た 10 日 間 
ど う い っ た も の う ま く で き な い め ん ど く さ く て わ か ら な い で す 
ハ ッ ピ ー で し た と て も 小 さ い 村 ち ゃ ん と 謝 っ た 店 番 じ ゃ な い 子 
た ぶ ん 冬 休 み で す 割 と 仲 良 し だ っ た 疲 れ が 吹 っ 飛 ん だ 全 然 た り な い か ら 
友 達 と 沢 山 遊 べ て 日 本 人 ぽ く て い い 今 は も う 慣 れ ま し た 誰 だ っ て 失 敗 し ま す 
ゲ ー ム に は ま り ま し た こ ん な に 長 い キ ャ ン プ も の す ご く 不 安 で し た 
タ コ ス と か ウ ニ 丼 と か い っ ぱ い い っ ぱ い に な る や っ と 免 許 が 取 れ ま し た 
今 ま で で １ 番 充 実 し て た や ら な く ち ゃ い け な い こ と 全 部 を な く す っ て い う の は 




   
様 々 の （ な ） 種 類 学 べ れ る （ 学 べ る ） 事 や り き っ た （ 充 実 ） 感 
満 喫 で し た （ し ま し た ） １ 日 を 充 実 す る （ さ せ る ） 働 け る （ 働 く ） こ と が で き る 
２ 泊 ３ 日 間 （ で ） 行 っ て き た 視 野 広 く （ 広 い 視 野 で ） 見 て い た い 
恥 の な い （ 恥 ず か し が ら な い ） 保 育 者 車 の 免 許 を と っ て い き （ 取 得 し ） た い 
思 っ た 程 （ 以 上 に ） 真 剣 に 聞 い て く れ る 対 策 の 仕 方 を 知 っ て （ 学 ん で ） い き た い 
   
 とりわけ、助詞の用法を誤った文が非常に多く見られる。 
   
私 は 元 気 は （ が ） 取 り 柄 で す お 盆 で （ に ） キ ャ ン プ に 行 っ た 
行 事 を （ に ） 参 加 で き る よ う に 先 輩 方 が （ に ） 買 っ て い た だ き 
お 客 さ ん を （ の ） 呼 び こ み を し て 子 ど も た ち を （ の ） 成 長 と 同 時 に 
友 達 が （ に ） も っ て き て も ら っ た り 仲 間 の 大 切 さ を （ が ） 感 じ ら れ ま し た 
こ の よ う な 教 育 を （ が ） で き る よ う に あ い さ つ す る こ と に （ を ） 心 が け て い ま す 
   
 また、要因は明らかでないが、「体力の低下についで（について）です」「運転している人が多
いい（多い）です」のような文や、途中の言葉が欠落した文が複数の学生の作文に見られる。 
   
挑 戦 し よ う （ と ） す る 人 に 優 し （ く ） で き る 子 人 目 に つ か な （ い ） 場 所 
体 罰 を さ れ た と （ い う ） 感 情 子 ど も （ は ） し っ か り と し た こ と を 
   
 さらに、複数の学生が、以下のような不適切な文を書いている。 
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